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井澤鉄兵(主任)・有田沙織(A)・岩元智子(B)・荒井貴文(C)・立山聖(D)・柴山美千夏(E)
浦江健太朗・吉田昌弘・中嶋航太郎・酒井恵理(副担任)

　台風、大雨が心配されましたが、第73回神無祭

を無事に行うことができました。準備が遅くまで

終わらなかったり、朝早くから活動するルームも

多数あったりと保護者の皆様のご協力なしでは成

立することはありませんでした。お越し頂いた方

を始め、ご家庭のサポート誠にありがとうござい

ました。

たね。Eルームはまさかのモンスターズインクかぶ

りでしたが、ポイント制にしたことで楽しさをより

出したり、一つ一つの家具を自分たちで作ったりと

いう点が印象的でした。私は4400点だったので平

均よりも大分下ですね。６番目の部屋難しい！

　本校の文化祭は準備から片付けまで、頑張れる子

が本当に多いなと改めて感じました。いつも以上に

輝いてたり、活躍したりという生徒も多かった。何

よりみんなとても楽しそうだった。それだけでもた

しかに価値はありますが、来年は是非次のステップ

に行ってほしい。「来てくれる人がより待たずに楽

しめる方法はないかな」とか「学校全体で〇〇が不

足しているから、△△が必要だ」とか「これはもは

や文化祭のクオリティーではない」とか。何倍にも

視野が広がったり、誰かのために行動できたり、い

いものを創ったり。まだまだよくできるよ。

　文化祭では、やっぱり文化祭でしか味わえない体

験、勉強をしてほしいなと思います。「係分担した

あとの指示の出し方は的確だったのか」、「共有の場

面は設定されていたのか」、「計画段階でもっと見直

すべきことはあったのではないか」、「よりよくする

ための対話やシミュレーションは十分だったのか」

学校としてまだまだ改善するべき点もたくさんある

と思います。計画性が不十分なことには必ず原因が

ある。厳しいかもですが、みんなならもっとよりよ

くできると思うので、また来年がんばろう！

神無祭お疲れさま♪

神無祭を振り返ってみると、いち早く準備に取り

掛かっていたのはＡルームでしたね。床に段ボー

ルを敷くことで、床まで装飾できるのはとてもナ

イスなアイディアでした。みんなで準備をがんば

っていたのが印象的です。Ｂルームは、車いす体

験をクラスの展示の中にも取り入れ、学科で学ん

だことを生かそうとする姿勢が印象的でした。メ

イドカフェで終わることなく、月をモチーフにし

たフォトスポットもよかったですね。Ｃルーム

は、波乱万丈でした。やっとの思いで内装やトロ

ッコが完成したのに、いざやってみると「全然お

もしろくない」と。よりよくするためにはどうし

たらいいのかを絶えず考え続け、試行錯誤してい

たののが印象的です。Ｄルームは、CMをはじめ、

動画やストーリーがよく練られているなと感じま

した。HBが使えないかも！で一時どうなることか

と思いましたが、満足のいくものになってよかっ


